
住宅新築資金等貸付事業特別会計
○平成12年度決算状況

歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額

１．事業収入 67，729，865円 １．事業費 8，419，902円

２．県支出金 5，576，000円 ２．公債費 95，305，072円

３．繰入金 26，508，000円 ３．予備費 0円

４．繰越金 8，187，012円

５．諸収入 12，570円

６．市債 0円

合 計 108，013，447円 合 計 103，724，974円

収 支 4，288，473円

歳入
１．事業収入

予 算 現 額 調 定 額 収 納 額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額

66，482，000円 305，092，371円 67，729，865円 0円 237，362，506円

事業収入は、貸付済の資金にかかる貸付者からの償還金収入であり、市の貸付財源である市債の償還に充
てる主要財源です。収納率は 22．20％でした。

○〔事業収入の内訳〕

予算現額 調 定 額 収 納 額 収入未済額 収 納 率

元 金 55，118，000円 241，418，971円 56，498，923円 184，920，048円 23．40％
うち現年度分 70，687，250円 47，882，119円 22，805，131円 67．74％
うち滞納分 170，731，721円 8，616，804円 162，114，917円 5．05％

利 子 11，364，000円 63，673，400円 11，230，942円 52，442，458円 17．64％
うち現年度分 12，814，462円 8，595，420円 4，219，042円 67．08％
うち滞納分 50，858，938円 2，635，522円 48，223，416円 5．18％

〔成 果〕
本年度は、訪宅、電話等による償還指導の徹底や、返済中の貸付者に対する「償還状況のお知らせ」及び
滞納者への「啓発文」の発送により償還を促しましたが、長引く景気の低迷などにも起因して、繰上償還分
を除く収納金額では前年度より 3，097，517円、収納率で1．97％減少し、収入未済額は15，771，847円増加しま
した。ただし、収入未済額の増加額は前年度を下回りました。今後も、引き続き償還意識の啓発・指導を行
うとともに、この制度の目的を踏まえた貸付者への平等な対応を勘案し、償還意識に欠ける滞納者に対して
は法的措置の検討を進めていきます。なお、収入未済額が多額となった要因の一つには、他の公金とは異な
り原則として欠損処分ができない点、公的貸付でありながら保証制度が不備な点等の制度矛盾の内在もあげ
られます。また、償還済分を含む事業全体からみた収納率は85．76％となっています。



２．県支出金

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予算現額との比較

5，576，000円 5，576，000円 5，576，000円 0円

県支出金は、昭和53年度から昭和61年度までに貸し付けた住宅新築資金および宅地取得資金の貸付財源と
して、市債に対する利子補給の性格を有する補助金です。使途としては公債費（利子）に充当しています。

３．繰入金

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予算現額との比較

26，508，000円 26，508，000円 26，508，000円 0円

一般会計からの繰入金であり、運営費ならびに公債費（利子）に充当しています。

４．繰越金

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予算現額との比較

8，187，000円 8，187，012円 8，187，012円 12円

前年度の剰余金であり、公債費（利子）に充当しています。

５．諸収入

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予算現額との比較

1，000円 12，570円 12，570円 11，570円

預金利子収入であり、公債費（利子）に充当しています。

６．市債

予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額 予算現額との比較

0円 0円 0円 0円

新規貸付金の貸付財源ですが、本年度は新規貸付が無かったため、市債の借り入れは行いませんでした。



歳出
１．事業費
項１ 事業費
目１ 運営費

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

10，448，000円 8，419，902円 2，028，098円

運営費は、本事業の運営に要する人件費及び事務費であり、本年度は、訪宅、電話等による償還指導の徹
底や、償還中の貸付者に対する償還状況の周知を図るなどの償還意識の啓発を行いました。

〔一般職給〕 １人 7，808，584円
〔一般経費〕 557，318円
〔負担金〕 54，000円
・三重県住環境整備事業推進協議会

目２ 貸付金

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

0円 0円 0円

新規の貸付に要する経費ですが、平成12年度は新規の貸付が無かったため、減額補正を行いました。

２．公債費
項１ 公債費
目１ 元金

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

62，968，000円 62，967，332円 668円

過去に貸付財源として借り入れた土木債（元金）についての定期償還金47，623，373円ならびに貸付者から
の繰上償還にともなう繰上償還金15，343，959円です。

目２ 利子

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

32，338，000円 32，337，740円 260円

過去に貸付財源として借り入れた土木債（利子）についての償還金です。

３．予備費
項１ 予備費
目１ 予備費

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

1，000，000円 0円 1，000，000円


